
【2024年10月以後の設計検査申請分※から、本書類の提出が必要です】
※設計検査を省略する場合は、設計住宅性能評価申請分又は長期優良住宅に係る長期使用構造等である旨の確認申請分から
　 適用となります。
　 設計検査を省略する場合であっても、中間現場検査又は竣工現場検査時に提出が必要です。

【申請者・代理者・物件所在地】

設計検査申請書の第一面と同様に記入して

ください。

【誓約事項】

誓約事項をお読みいただき、チェックボックス

にチェック（□から■に変更）を入れてください。

【区域の確認フローチャート】

建設・購入予定の物件が【Step１】から【Step３】

までの各区域に該当するか否かを建築確認書類、

建築計画概要書等により確認し、それぞれチェッ

クボックスにチェックを入れてください。

【急傾斜地崩壊危険区域及び地すべり防止区域に該当しないことの確認】

災害危険区域内の物件で急傾斜地崩壊危険区域及び地すべり防止区域に該当しない場合のみ

記入してください。

急傾斜地崩壊危険区域及び地すべり防止区域に該当しないことを確認した方法に合わせて、「各

都道府県、市区町村が公表しているハザードマップ等で確認」欄又は「区域が確認できる機関等

（例：土木事務所）に確認」欄のいずれかのチェックボックスにチェックを入れてください。

各都道府県、市区町村が公表しているハザードマップ等で確認した場合は、ハザードマップ等の写

しを検査機関に提出することが必要です。

区域が確認できる機関等に確認した場合は、確認日、確認先の土木事務所名及び確認者名を記

記載例

【金利引下げの可否】

フローチャートにしたがって、建設・購入予定の

物件が金利引下げ制度を利用できるか否か確認

し、チェックボックスにチェックを入れてください。


